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１ はじめに                      

 ⑴ 災害に対して                    

  大規模な地震や風水害等が発生すると、被害が広域に及び、直

ちに消防等の救助（公助）を受けることが難しくなります。 

 過去の大震災の例を見ると、家族（自助）や隣人・地域（共助 

の助け合いで、多くの人命が守られました。 

   地域での助け合いの輪を広げ、災害に備えることが大切であり、

自分たちの身は自分たちで守るという意識を持って災害に備え

ることが重要となります。 

   特に、高齢や障害等の理由によって自ら避難することが困難な

方においては、地域の協力が大きな助けとなります。 

 

  ※ 避難支援においては、二次被害を避けるためにも、必ず自身

の安全確保を大前提とし、危険な行動は避け、可能な範囲での

支援活動とすることを心がけてください。 
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 ⑵ 個別避難計画の作成のすすめ            

   高齢や障害等の理由で自ら避難することが困難である方にと

っては、災害に備え、自らの命を守るためには、あらかじめ「個

別避難計画（１１ページ）」を作成しておくことが大切です。 

備えがなければ、いざという時に行動はできません。普段から

自身や周りの人と一緒に災害時に取れる行動を考えておく必要

があります。 

この手引では、避難行動要支援者避難支援制度の内容と個別

避難計画の作成について説明をしていきます。 
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防災豆知識 ～防災の三本柱をご存じですか？～ 

「自助」「共助」「公助」 

阪神・淡路大震災や東日本大震災等の発生直後、消防をはじめ公

共機関の対応能力を超えた状況に陥りました。このような甚大な

被害規模の場合、行政による「公助」だけでの支援対応は困難です。 

そこで、「自助」「共助」「公助」を防災の三本柱として連携し、

地域の安心・安全を守る必要があります。 

 

 

 

 

 

自分自身や家族を守るために、自分や家族で防災に取り組むこと。

自分や家族の身は自分たちで守るという考えのもと、災害に対し 

て備え、行動する。 

 

地域住民同士、身近な人々が協力し合い、助け合うこと。普段から

交流を深めることで、いざという時に大きな力を発揮します。 

 

消防をはじめ公的な機関が、個人や地域社会だけでは対応できない

状況に対応するための支援。 

 

 

 

  

公助 

共助 自助 

地域の安心・安全 

「
自
助
」 

「
共
助
」 

「
公
助
」 
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 ⑶ ハザードマップの確認                

   自身の住む地域の浸水想定区域等の災害リスクを把握し、避

難場所や避難経路を確認しましょう。 

   その他、ハザードマップには、防災に関する情報や避難のポイ

ント等も掲載されていますので参考としてください。 

 

  

熊谷市防災 

ハザードマップ 

二次元コード 

ハザードマップ 

ポータルサイト 

二次元コード 
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２ 避難行動要支援者避難支援制度とは          

  災害時の要配慮者のうち、自ら避難することが困難で、特に支援

を要する方を避難行動要支援者（以下「要支援者」）といいます。 

  避難行動要支援者避難支援制度は、要支援者に対し、円滑かつ迅

速な避難の確保を図るための取組（避難行動要支援者名簿（８ペー

ジ）や個別避難計画（１２ページ）の整備）です。 

 

  熊谷市では、下表に該当する方を要支援者（今後、要件の見直

しを予定）とし、円滑な避難支援の確保のための取組を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  しかし、行政だけで要支援者の支援を行うことは困難です。災害

時において、より多くの人命を守るためには、地域の皆さんの協力

がとても重要であり、共助が大きな力を発揮します。 
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  避難行動要支援者避難支援制度は、地域の皆さんの助け合いで

災害時に１人でも多くの命が助かるよう役立てていただくための

ものでもあります。  
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３ 避難行動要支援者名簿                

  要支援者の情報を記載し、避難支援等の基礎とする名簿を避難

行動要支援者名簿（以下「名簿」）といいます。 

名簿の作成は、災害対策基本法によって市町村に対して義務付

けられています。 

 

 ⑴ 全体名簿                      

   災害発生時、特に必要がある場合には、避難支援等関係者（消

防、警察、民生委員・児童委員、社会福祉協議会、自治会（自主

防災組織））に対し、名簿を提供します。ここでいう名簿は、次

の⑵「同意者名簿」に対して、「全体名簿」としています。 

 

 ⑵ 同意者名簿                     

   平常時からの備えとして、要支援者の緊急連絡先等の避難支

援情報を名簿に登録し、避難支援等関係者に対し名簿情報の事

前提供について同意する場合には、市への申請が必要となりま

す。全体名簿のうち、申請のあった要支援者を登載した名簿を

「同意者名簿」としています。 
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 ⑶ 名簿の活用                     

   熊谷市では、毎年、避難支援等関係者のうち民生委員・児童委

員及び自治会に同意者名簿を配布し、共助による避難支援を推

進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 避難支援等関係者には、自身と家族の安全確保が最優先で

あることから、二次被害を避けるためにも無理のない範囲で

協力していただくことを第一に周知しています。 
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防災豆知識 ～災害への備えは何ができる？～ 
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４ 個別避難計画                    

  個別避難計画とは、要支援者ごとに避難支援等を実施するため

の計画です。 

  計画には、名簿情報のほか、避難を支援してくれる方の氏名、住

所、連絡先等の情報や避難場所、注意事項、その他避難支援に必要

な情報を記載します。 

  災害発生時は、すぐに公的な支援が受けられるとは限らず、頼り

になるのは近くにいる人たちです。そのため、近隣住民同士による

支え合い、助け合いが重要です。平常時からいざという時の準備を

しておき、顔の見える関係をつくっておくことが大切です。 

  個別避難計画は、災害に備え、「いつ」「どこへ」「誰と」「どうや

って逃げるのか」といったことを具体的に決めておくものです。 

  個別避難計画を作成することで、災害への備えを進め、日頃の防

災対策について見直すことができます。 

 

 ※ 災害時は地域住民全員が被災者です。必ずしも個別避難計画

に記載したとおりの支援が受けられるとは限りません。 
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 ⑴ 個別避難計画の構成                   

  ア 個別避難計画 （Ａ票） 

全ての要支援者が対象です。 

    １ページ目：自宅での安否確認と避難先までの移動に必要

な情報（自宅見取図は２ページ目に記載） 

    ２ページ目：避難先での緊急的な安全確保の時期（おおむね

１日程度）における生活上の配慮に必要な情

報（避難所にいる方々が配慮可能な範囲） 

    ３ページ目：自宅周辺の地図情報（市が作成します。） 

  イ 個別避難計画 別表 （Ｂ票） 

    上記ア個別避難計画の項目だけでは不足する場合、特に医

療的ケア等を必要とする重度の要支援者が作成するものです。 

    １ページ目：重度の要支援者が避難先で生活をする上で必

要な情報  

（避難時に必要な物資、必要な医療行為情報等） 

    ２ページ目：タイムスケジュール  
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※ 個別避難計画は、本人が希望する範囲で共有する。 

 

 

 

 

 

 

  

個別避難計画の構成 
 

作成の対象者 
個別避難計画を共有す

る範囲※ 
個別避難計画の用途 

個別避難計画 

（Ａ票） 

全要支援者 本人、行政、避難支援

者、自主防災組織 等 

災害発生から避難所、初

期の避難生活までの支援 

個別避難計画

別表（Ｂ票） 

重度の 

要支援者 

本人、行政、相談支援

員、ケアマネージャー 

等 

 

避難生活における支援 
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 ⑵ 個別避難計画の作成方法              

  ア 「熊谷市 個別避難計画」の様式の各項目について、要支援

者及びその家族、避難支援者、関係する福祉・医療関係者等で

話し合い、記入します。 

    様式は市ホームページにてダウンロードできます。紙の様

式は福祉総務課の窓口で受取ができます。 

   ※ 個別避難計画の記入方法については、次の「⑶ 個別避難

計画の記入例」を参照してください。 

 

 

 

 

イ 作成した個別避難計画を熊谷市福祉総務課に提出します。 

データでの提出は福祉総務課宛にメールにてお願いします。 

■福祉総務課アドレス fukushisomu@city.kumagaya.lg.jp 

 ウ 自宅周辺地図等、市が必要な部分を作成し、完成した個別避

難計画を必要部数お渡しします。本人及び支援者等において、

個別避難計画を共有します。 

mailto:fukushisomu@city.kumagaya.lg.jp


17 
 

 ⑶ 個別避難計画の記入例               

 

  ア 個別避難計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

① 

表 面 

 
 

 

 

 

様式第２号 
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個別避難計画は、避難支援者の方々が緊急時にすぐに確認できるよう、

なるべく簡単に、分かりやすく記入することを心がけましょう。 

① 氏名、生年、連絡先、住所                      

要支援者本人の氏名、生年、住所を記入します。連絡先には、要支援

者本人との意思の疎通が難しい場合は、家族の連絡先や氏名を記入しま

す。 

② ハザードマップのリスク情報                   

  ハザードマップで自宅の災害リスクを確認します。 

  垂直避難の可否等、自宅の状況を把握します。 

 

 

 

 

 

③ 本人の特性・病状等                       

  地域や避難所の支援者に知っておいてほしい本人の特性や病状を記

入します。 

  ※外見では分かりにくい障害もあるため、事前の情報提供が有効です。 

④ 同居の家族及びその状況                     

  要支援者の世帯状況をチェックします。 

  同居の家族がいる場合、家族構成（家族の状況）を記入します。 

  同居の家族に他に配慮が必要な方がいる場合についても記入します。 

⑤ 建物の構造                           

  要支援者の自宅について、上段部分は、構造をチェックし、築年数を

記入します（1981 年（昭和 56 年）以前に建築された建物は、建築基準

法に定める耐震基準が強化される前の旧耐震基準によって建築され、耐

震性が不十分な場合が多く存在します。）。 

下段部分は、戸建てか集合住宅（階数の記入、エレベーターがある場

合はチェック）をチェックします。 

⑥ 玄関までの移動                         

熊谷市防災 

ハザードマップ 

二次元コード 
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  自宅の中から玄関（外）までの移動がどの程度可能かチェックします。 

⑦ 屋外での移動方法                        

  要支援者の移動に必要なものをチェックします。「その他」にチェッ

クをした場合、必要なものを具体的に記入します。 

⑧ 風水害（地震）避難先、避難方法、手伝ってほしいこと       

  避難先は複数の候補を検討しておくことで、状況に応じた避難が可能

となります。風水害においては、最寄りの第一避難所を記入する場合、

浸水想定区域の確認をしましょう（避難先は避難所に限りません。安全

な場所であれば、自宅、親戚、知人宅などを避難先として記入します。）。 

  また、避難方法、支援者に手伝ってほしいことを記入します。 

  ※状況によって在宅避難をする場合、避難支援者等と連絡を取り合い、

行き違いを避けましょう。 

⑨ 持出セット（保管場所、特徴）                  

  避難する際に持ち出す避難リュックなどの場所と特徴を記入します。

持出セットはあらかじめ１つにまとめ、分かりやすい場所に準備し、避

難支援者との打ち合わせの際に保管場所を確認しておきましょう。 

⑩ 安否確認や避難の手助けをする人（近隣の支援者）         

  安否確認等、避難の支援をしてくれる人を記入します。支援者には、

あらかじめ個別避難計画の作成と避難の支援について了解を得ておき

ましょう。また、個別避難計画の内容についても共有しましょう。 

  ※支援者として個別避難計画に名前が記載されることで、法的な責任

が課されるわけではありません。 

   そのため、要支援者は必ずしも支援を受けられるとは限りません。 

   災害時には、支援者も等しく被災者となるため、可能な範囲での支

援協力となります。 
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防災豆知識 ～災害に備えるために何を用意する？～ 
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⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

裏 面 

⑲ 

⑳ 

✓ 

✓ ✓ 
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⑪ 避難スペースの配慮事項                     

  避難先での避難スペースの配慮事項を記入します。生命維持に関わる

機器の電源を要する場合、「要電源」にチェックをします。 

  ※避難先の設備、状況によっては電源の確保が難しい、できない場合

があります。 

  避難者同士でできる配慮として、避難スペースの位置（壁際、トイレ

付近、広さ等）、別室利用、動線の確保、備品優先利用（ベッド、マッ

ト、イス等）等があります。 

⑫ 情報の伝達方法                         

  避難先での情報伝達に配慮が必要な場合は、その内容を記入します。

避難者同士でできる配慮として、筆談、掲示、掲示や配布物の読み上げ、

大きな声で伝える、個別に伝える、絵カード等のコミュニケーションツ

ールの使用、簡単な言葉でゆっくり伝える等があります。 

  ※配慮を受けるために必要な物品は、持出グッズとして準備しておき 

ましょう。 

⑬ 食事の配慮事項                         

  食事に関して、アレルギーがある場合、食形態に必要がある場合には、

チェックし、内容を記入します。 

⑭ トイレ・排泄の配慮事項                     

  避難者同士でできる配慮として、トイレの付き添い・促し、トイレの

処理の手伝い、おむつ替えスペースとゴミ箱の設置等が考えられます。 

⑮ 服薬等の状況                          

  必要な薬については避難場所に持参します。避難者同士でできる配慮

として、薬の飲み忘れを防ぐための声かけ、自己注射等の場所の確保、

吸入のための電源利用等が考えられます。 

⑯ その他に避難先で伝えておきたいこと、知っておいてほしいこと       

  避難所は住民による自主運営を基本としています。ここでは、上記⑪

から⑮の他に、一緒に避難する地域住民に伝えたいことを記入します。 

  ※外見では分かりにくい障害もあるため、事前の情報提供が有効です。 

⑰ 自宅間取図                            

  自宅の間取図を記入します。要支援者が普段いる部屋、寝る部屋、持
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出セットの保管場所が分かるように記入します。 

⑱ 自宅の注意点                              

  避難をする際、自宅の構造等で注意することを記入します。 

⑲ 緊急連絡先                           

  緊急連絡先となる人を記入します。 

⑳ 同意署名                            

  個別避難計画は、要支援者の避難支援を円滑に実施するため、避難支

援者のほか、関係する行政機関においても共有します。 

  また、個別避難計画は、災害時の避難支援が必ず受けられることを保

証するのもではなく、避難支援者についても法的責任が課されるもので

はありません。 

  以上のことに同意の上、個別避難計画を作成・提出する場合には、そ

の日付を記入し、要支援者が本人署名欄に署名をします。要支援者が署

名できない場合は、代理人が署名をします。 
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防災豆知識 ～ローリングストックって知ってる？～ 



25 
 

  イ 個別避難計画 別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

⑤ 

⑥ 

④ 

③ 

② 

表 面 

✓ 

✓ 

✓ 

様式第３号 
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 個別避難計画別表は、避難時に支援をする福祉や医療の専門職の方々向

けですので、詳細な記載をしてください。 

① 氏名、生年、連絡先、住所            

要支援者本人の氏名、生年、住所を記入します。連絡先には、要支援

者本人との意思の疎通が難しい場合は、家族の連絡先や氏名を記入しま

す。 

② 物資（取り寄せてもらいたいもの）                

  避難生活が長期化する場合に取り寄せてほしい特殊な物資がある場

合は、規格や数量を含めて具体的に記入します。国や県に対して物資を

要望する際の参考とします。 

  ※必ず全ての物資が届くわけではありません。 

   大まかに医療・ケア機器・医薬品、食品・水分、生活用品・介護用

品、その他 として分けて記入します。 

③ 必要な医療行為                          

  医療上必要なことを記入します。詳細な内容を必要とする場合は、個

別にサポートブック等を用意します。 

④ 二次避難先                           

  一次避難先で当面の危機が去った後、長期間の避難が必要となった場

合、避難生活を送る場所として、受け入れの調整ができている避難先を

記入します。 

  避難先と調整ができている場合は「調整済」にチェックをします。 

⑤ 広域避難先                           

  大規模災害によって、長期間ライフラインが使えない状況等が発生し

た場合、被害のない地域に避難することも想定されます。 

こうした事態に備え、遠方の親戚や事業所等とあらかじめ避難受け入

れについての調整をしておき、調整ができている場合は「調整済」にチ

ェックをします。 

⑥ 在宅避難の場合に支援してほしいこと               

  在宅避難をした場合の支援者と支援してほしいことを記入します。支

援者には、あらかじめ個別避難計画の作成と避難の支援についての理解

と了解をしてもらうようにします。また、個別避難計画の内容について
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も共有しましょう。 

  ※個別避難計画に名前が記載されることで、法的な責任が課されるわ

けではありません。 

   そのため、要支援者は必ずしも支援を受けられるとは限りません。 

   災害時には、支援者も等しく被災者となるため、可能な範囲での支

援協力となります。 
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⑦ タイムスケジュール                       

要支援者の普段の生活を記入し、避難生活の参考とします。 

 

 

裏 面 

⑦ 
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 ⑷ 個別避難計画をより有効にするために                    

 ア 障害特性等について 

 特性 支援のポイント 

視覚障害 ・周囲の状況が視認できない。 

・視覚情報による避難誘導が難しい。 

・単独避難が困難な場合がある。 

・音声や触覚による情報提供。 

・ガイドヘルパー等同行避難者の確保。 

・避難経路の事前確認（歩行訓練等）。 

聴覚障害 ・音声による警報や避難指示が聞こえ 

にくい／聞こえない。 

・情報伝達の手段に制約がある（音声

放送が伝わらない。）。 

・目に見える形での情報提供（文字・表

示灯等）。 

・筆談、手話、指差しによるコミュニケ

ーション。 

・通訳者や支援者との連携。 

肢体不自由 

（身体障害） 

・歩行困難、車イス使用等、移動に支

援が必要。 

・階段や段差の移動が困難。 

・避難行動に時間がかかる。 

・バリアフリーな避難経路の確保。 

・車イス対応の避難所情報。 

・搬送支援体制の整備 

知的障害 ・状況把握や判断が困難なことがあ

る。 

・パニックを起こしやすい場合があ

る。 

・単独行動では避難が困難。 

・わかりやすく、繰り返しの説明。 

・支援者の付き添い。 

・慣れた環境での避難訓練の実施。 

精神障害 ・ストレスで症状が悪化する可能性。 

・集団行動が困難なことがある。 

・一見では支援が必要とわからないこ

とがある。 

・本人の意思尊重と安心できる対応。 

・パニック時の対応方針の共有。 

・避難所での静かなスペースの確保。 

発達障害 

（自閉スペ

クトラム症、

ＡＤＨＤ等） 

・音や光に過敏。 

・想定外の状況に不安を感じやすい。 

・指示の理解に時間がかかる。 

・避難経路の事前確認と共有 

・混乱しにくい避難所環境づくり。 

・コミュニケーション支援（ピクトグラ

ム等） 

高齢者、 

認知症の方 

・判断力や記憶力の低下。 

・移動や避難行動が困難なことがあ

る。 

・不安や混乱を生じやすい。 

・ゆっくりとした声かけや説明。 

・支援者の付き添い。 

・慣れた環境に近い避難生活の工夫。 
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  イ 作成した個別避難計画をより有効にするためのポイント 

   (ア) 自分でできる備え                   

     持出セットや備蓄品の準備、家具を固定するなど身の周

りの安全な環境づくりをします。また、災害時における家族

や支援者との連絡方法についても確認しておきましょう。

いざという時にすぐに避難ができる準備をしておきましょ

う。 

   (イ) ご近所づきあい                    

     普段から近隣の方と顔の見える関係づくりをしておくこ

とで、いざという時の助け合いが円滑に行えるようになり

ます（共助の推進）。 

   (ウ) 避難支援者（安否確認や避難の手助けをする人など）   

     避難支援者については、災害時に実際に駆け付けられる

方にお願いするようにしましょう。 

  (エ) 訓練                         

    いざという時のため、避難支援者と一緒に、安否確認や避 

難訓練をしておきましょう。 

    また、地域における自主防災活動、避難訓練等への参加も
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有効です。 

   (オ) 計画の見直し                     

    安否確認や避難訓練をしてみたうえで、課題があれば、個

別避難計画の見直しをしましょう。 

   (カ) 計画の共有                      

    作成した個別避難計画は、普段利用している福祉サービス

の提供事業者をはじめ、関係者と共有し、いざという時に備

えましょう。 
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【お問い合わせ】 

熊谷市福祉部福祉総務課 

〒３６０－８６０１ 

埼玉県熊谷市宮町二丁目４７番地１ 

熊谷市役所２階 

TEL ：０４８-５２４－１１３３（直通） 

Fax ：０４８-５２５－７７１８ 

Mail：fukushisomu@city.kumagaya.lg.jp 


